
ＴＴＣゆった～り山行計画表    ［2025年 11月 10日 Y.M (1/2)            

1.山行計画名 
西新井大師・亀戸天神社観梅ウォ－キング    ［東京都］ 

2.目的 江戸の梅の名所として知られる弘法大師建立の名刹と天神様を巡るフラワ－ウォ－キング 

3.期日 令和８年２月１９（木）  日帰り / 公共交通利用   雨天中止 

4.募集対象者 レベル：☆   募集定員：なし  

5.ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ:   ＳＬ:    会計:なし    救護:     写真：   

6.歩行/行動時間 ～１：３０ ／ ５：１６（西新井駅から亀戸駅までの電車移動～３０分を含む） 

7.集合場所･時間  本厚木駅中央改札口前 ８：５０／現地集合のメンバ：大師駅改札口１０：４４ 

8.解散場所･時間  ＪR錦糸町駅前 １６：０５頃／本厚木駅帰着１７：４８頃(ロマンスカ－利用 17：42) 

9.費用 

約１，９４７円  

(本厚木起点) 

約１，９４７円（交通費のみ / PASMO等で各自支払い） 

・往路：本厚木駅＝（代々木上原・北千住・西新井経由）＝大師前 ￥943 

・西新井駅＝（東武/￥261曳舟経由）＝亀戸 ￥261 

・帰路：錦糸町駅（新宿経由）⇒本厚木駅 ￥743 (帰路ﾛﾏﾝｽｶ-利用の場合：+指定席￥650) 

10:行程 

日昇/日没時刻 2/19 東京

都） 

・日の出 6：24 

・日の入 17：27 

 

歩行距離：3～5km 

境内巡り分は除く 

 

（集合 8:50）      小田急線快急       地下鉄千代田線        東武スカイツリ－線急行 

本厚木駅 8：55++++++9：37代々木上原 9：39++++++10：05北千住 10:12+++++10:29西新井 10:42+ 

東武大師線      徒歩３分                 （昼食）    徒歩 3０分       東武ｽｶｲﾂﾘ-線急行 

++++10:44大師前駅・・・・・西新井大師・・・・11：30清水屋 12:15・・・・12：45西新井駅 13:04+++++ 

         東武亀戸線         徒歩２０分              徒歩 30 分 

13:15曳船駅13:23++++++13:31亀戸駅・・・・13:50亀戸天神社15:30・・・・・・16:00JR錦糸町駅16:20 

JR総武線          JR中央線          小田急線快急 

+++++16:29 お茶の水 16：33+++++16:43新宿駅 17:01+++++17：48本厚木駅 

                     特急ﾎ-ﾑｳｪｲ１号 17:00+++++17:42 

11.概念図      次ペ-ジ添付 Google mapをご覧下ださい。 

12.1/25000地形図  同上      /西新井大師 Tel 03-3890-2345 / 清水屋 Tel 03-3890-4122 

13.問い合わせ先 亀戸天神社 Tel 03-3681-0001 / 船橋屋亀戸天神前本店 Tel 03-3681-2784 

14.共同装備 救護袋、カメラ、 

15.個人装備 日帰りハイキング標準装備、ﾘｯｸ、行動食､飲料水､計画書･参加者名簿､筆記具、携帯電話､、

健康保険証、ﾄﾚｯｷﾝｸﾞｼｭ-ｽﾞ、ｽﾄｯｸ、雨具、敷物、現金、PASMOまたは SUICA､帽子、手袋、折

畳傘、ﾏｽｸ、除菌ｳｪｯﾄﾃｯｼｭ 

16.募集締切日  参加希望メンバは 1/17(土)までに調整さんに入力ください 

17.提案・説明              実施計画書電子版配布：11/12 

18.特記事項 

 

 

・江戸庶民～東京都民からの信仰厚い都内の名刹＆神社かつ梅の名所２ヵ所を訪ね、また、

350～220年前から門前で、草団子やくず餅を商う食事処や和菓子屋さんにも立ち寄り、お

江戸下町の味や雰囲気を体験いたしましょう！ 

・西新井大師（總持寺）：西暦 826 年弘法大師の関東巡錫の際、悪疫流行に苦しむ村人を救

わんと、十一面観音像と自身の大師像を彫り、枯れ井戸に安置して 21 日間祈願したとこ

ろ、井戸に清らかな水が沸き（西新井の地名の由来）、病はたちどころに平癒したという。

この地に總持寺(真言宗豊山派)が建てられ、厄除大師「西新井大師」の愛称で、江戸の庶

民を中心に絶大な信仰を集めている（関東三大厄除大師：西新井大師、川崎大師平間寺、

千葉厄除不動尊心月寺）。また、関東花の百ヶ寺の東京一番札所で、四季折々いろいろな花

の名所。1/上～2/中になると、境内各所に 20種類以上の紅梅・白梅が咲き誇る。 

・草団子の清水屋：創業 1689 年西新井大師門前茶屋として創業し、以来名物の草団子を販

売中。現在は食事処として、鰻､すし､天ぷら等和食を中心に提供中。清水屋で昼食予定。 

 参加メンバが決まった時点で、清水屋に昼食の座席予約をする予定です。 

・亀戸天神社：藤原道真公の後胤により、太宰府天満宮に倣った形式で亀戸の地に 1662 年

に天満宮を創建。以来 360年、東国天満宮の宗社として、崇敬されている。境内には、季

節に応じ梅の他、藤。菊が咲く。とくに 4/中～4/下に見頃を迎える藤の花は、東京一と称

賛される。 2/上～3/上に梅まつりが開催され、250本以上の紅白の梅花が咲き誇る。 

・元祖くず餅の船橋屋：亀戸天神社参道に 1805 年に創業した発酵和菓子「くず餅、あんみ

つ」の老舗。 関西のくず餅はくず粉が原料だが、船橋屋のくず餅は、グルテンを除去し

た小麦粉を 450日間乳酸菌発酵させて作ったもので、発酵和菓子のくず餅は、唯一無二だ

という。西郷隆盛の好物だったことでも知られている。 
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